　　──体験版・淫夢の教室──
　

あなたは見たこともない教室にいる自分に気付きます。

　どうしてここにいるのか、どうやってこの教室へやってきたのか、まったく記憶にありません。

　教室には、あなた以外の生徒は誰もいない──ふと、教壇に目がいくと女教師が一人、あなたを見つめながら微笑んでいます。

　女教師はグラマラスなボディをした、とてもセクシーな女性です。
　

　

「良くこの部屋へ来たわね。ここはあなたの邪な心が迷い込んだ欲望の部屋……。
もう、この部屋から出られないわよ。　だって、自分からやって来たんですもの…。
いいわっ、タップリ楽しませてあげる。坊やたちのチ○ポをあたしにちょうだい。
タップリとかわいがって射精させてあげるわッ」
　

　
「まず選んでちょうだい。わたしを犯したい。それとも犯されたいのかしら。
それとも、坊やたちの部屋に出向いていってあげましょうか。もしかして、エッチな授業を受けたいのォ…。
いやらしいわねェ…。先生とってもうれしくなっちう…」
　

　

「でも、その前にいっておくことがあるわ。わたしにはちょっとした秘密があるの。
もし、楽しませてくれないと──お前をチンポごと、喰ってやる。ゲハハハハッ──!」
あなたは女教師の言ったとおり、淫魔が作る淫夢の教室へと迷い込んでしまったのです。

そして初めに開いた淫夢は──。

· 第一夢。

　

　

　あなたはあるドアの前にいる。

　このドアの向こうの部屋に、女がいることが分かっている。

　中に入ると、凄いセクシーな女が籐椅子に座ってた。

　

「やっぱり来たわね…。分かっているのよ、我慢できなくなったんでしょう……。しゃぶって、欲しいんでしょう…」

　

　あなたは黙って頷いている。

　女は、ひどく扇情的な笑みを浮かべている。

　眼の色香だけで、あなたを弄んでいるように。

　

「フフフフフ……。もう立っちゃってるんでしょう。ズボンの前が膨らんでいるもの…。
フフフ、この口の味を一度でも味わったら、男はみんな病みつきになるのよ」

　

　女の頭が百八十度回転した。

　後頭部を見せると、長い髪の毛を両手でかき分ける。

　巨大な唇が現れた。

　ひどくエロい。

　不気味なほど扇情的な唇の形だった。

　

「この口に、お前のチ○ポをぶち込みたいんだろう。この舌で、お前のチ○コを舐められ責められたいんだろう…。
さあ、言うんだ…。この口にしゃぶられたいと……。あたしの口で、嬲られたいと……」

　

　あなたは、言われたとおりに言う。

　なんでもしますからと、懇願する。

　女の頭が、また回転して元に戻る。

　

「いやらしいわねぇ…、それが顔に出ているわッ。本当に、何でもするの……。
じゃあ、まず、わたしの身体を舐めるのよ…、悦ばせてちょうだい。
犬のようにわたしの脚や、マ○コを舐めるのよ……」

　

　あなたは言われるとおりに、女の前に無様に跪いた。

　差し出された脚先に、犬のようにかぶりついている。

　

「ハアハアうるさいわね。本当に犬みたいだこと。ほら、指も一本一本、ちゃんと舐めるのよ。…もう、下手ねぇ…。
もっと舌をうごかしなさい。お前が、愉しんでどうするのよ。…なにかってに、自分の手でチ○ポ扱いているのよ。
この───!!」
　

　女は、あなたの顔を踏みつけた。

　罵倒され、蹴飛ばされながらも、あなたは必死になって女の脚を舐めている。

　

「フン──、もう、脚はいいわッ。さあ、マ○コを舐めさい、…クンニリングスするの…。
舌を上手く使うのよ、唇も使って舐めるのッ。わたしを気持ち良くできないと、咥えてあげないわよ……」

　

　あなたは言われたとおり、女の股の間に頭を突っ込み、クンニリングスを始める。

　舌を突きだし、命じられるままに舐めている。

　

「うっ、ふ…そう、そこよ…、もっと舌を突きだしなさい。…あ、ふ…はあァ…。…ああ、あ…もっと、舌を動かすのよ。
そ、そこッ…そこよォ…う、ううう…それで、いいのよォ…」

　

　あなたは言われたとおり、舌が疲れるほど動かしている。

　女の膣から溢れてくる淫液で、あなたの顎まで垂れてきて濡らしている。

　

「わたしのマ○コから溢れてくるジュースを、口をあけて飲みなさい。一滴も、こぼすんじゃないわよ。
啜りながら、舌を使うの……」

　

　言われたおとり、あなたは淫液を飲み下している。

　音をたてて啜っている。

　淫魔の淫液を飲み込むと、あなたのペニスは異様なくらい猛ってくる。

　身体が異常に火照って熱い。

　

「フフフフ…、どう…。わたしたち淫魔のジュースは、催淫剤みたいなものなの。一種、麻薬ねェ。
これを飲むとしたくてしたくてたまらなくなってくるわ。チ○ポが元気になって、幾らでもできるのよ。
フフフ…こうやって、獲物を元気にしてから、一滴残らずザーメンを搾り取るの…。

　──さあ、立ちなさい。お待ちかね、わたしの本当の口でチ○ポを咥えてあげるわ……」

　

　女の頭がまた回転した。

　巨大な唇が現れて、ニッと淫らに笑う。

　唇が開き、巨大な舌がぶ厚く、異様にエロチックな唇を舐めている。

　あなたは立ち上がって、下半身丸裸になった。

　

「さあ、しゃぶってやろう。この口の中へ、お前のチ○ポをぶち込むがいい。
ザーメンと一緒に、お前の魂までも喰らってやる…。グッ、ハ、ゲハゲハゲハ……」

　

　あなたは息を乱して、そそり立ったペニスを淫魔の口へと近づけていった。

　唇が開き、まるで獲物を食らいつこうとしているように見える。

　ピクピク動いているあなたのペニスを、巨大な唇が大きく開いてかぶりついてきた。

　

「ズズズズ、プ──、ガハッ、…フッ、グググア……。良いぞォ、イイ～～。
あたしの口の中で、どんどん大きくなっているッ。ピクピク動いてるッ。さあ、出せェェ。
いっぱい口の中へ、ザーメンをぶちまけろうゥゥゥ」

　

　巨大な口にくわえ込まれて、仰け反るあなた。

　呻き声を上げながら、腰を前後に動かしている。

　射精はすぐに始まった。

　

「…あああ、美味しいわァァ…。すぐ出すなんて、凄く良い良いわ。もっと出して、幾らでも飲んであげるわ。
ピクピク動いて、たまらないわ。噛みちぎりたいくらいよォ」

　

　あなたの腰の動きは止まらない。

　射精が何度も連続している。

　口が半開きになって、涎を垂らしながら、憑かれたように巨大な唇の中へペニスを突き入れている。

　

「…イイわッ…、イイッ。その調子よ。その調子で口の中へいっぱい出すのよ。
欲望に濁って、腐ったようなザーメンってたまらないのよ。ドピュドピュ出してッ」

　

　あなたの動きは止まらない。

　女の頭を、がっちりと両手で掴んで必死に突き入れている。

　

「うっ、ンンン…。もっとよ。もっと出しなさい。気持ち良いンでしょう。声も出ないほど、気持ちいいでしょう。
…そうよ、それで良いのよ。もっともっと、射精しなさい」

　

　あなたは立て続けに射精している。

　全身が一つのペニスになったような気がする。

　忘我の状態のあなたを、女は身体を入れ替えて椅子に座らせる。

　頭が回転して、顔が元の位置に戻っている。

　

「ほら…、もう立っていられなくなったんでしょう。いいわ、ここに座りなさい。
そんなになっても、したいのよねぇ……。体力を使い切っても、やめられないのね…、そうでしょう……」

　

　いったん、巨大な唇が離れていく。

　あなたは体力を消耗して弱っているが、それでも淫魔の口唇を追いかけようとする。

　

「フフフッ……、身体が動かなくなっても、チ○ポだけは元気ね。
淫魔と交わると、死ぬまでそうやって射精し続けるのよ。命があっても、生きる屍になってしまうわ。
…それでも…、しゃぶって欲しいのねぇ……」
　

　女の頭が、また回転した。

　後頭部があなたの方へ向き、巨大な口唇が現れる。

　その唇が大きく開く。

　巨大な舌が伸びてきて、あなたの顔や首に巻き付いて嬲る。

　

「グッフフフフ……。イイだろう…、こうやって、あたしに嬲られるのは…。
人間の男はみんな、こうやって死ぬまでしゃぶって欲しがるんだよォォ…。グッア、ハハハハハッ……。
さあ、咥えてやろうォ、命の最後の一滴まで出すがイイィ～～！」

　

　巨大でエロチックな口唇が、カッと大きく開き、獲物に食らいつくように一気にあなたの股間に食いついていった。

　下半身を丸ごと飲み込むかのような勢いで、頭を左右に振っている。

　

「ブブッフー、グーッ、ハーッ、ウ。、ハーッ…。グガガガ、グガアアア～～ッ！」

　

　あなたは仰け反りながらも、淫魔の頭を抱え込もうとする。

　だが、手に力が入らない。

　虚空に視線を遊ばさせるように、悦楽の高みを彷徨っている。

　

「……ウッ、フーッ…。ンンンン…、ン──あーっ、美味しかったわァ、ご馳走様ァァ。
──あら、どうしたの、もう死んじゃったのかしらァ。魂までもザーメンと一緒に放出しちゃったのから。
これが本当の昇天ねェ…。フフフフ……、そこにいるキミ。またして欲しかったら、いつでもいらっしゃい。
わたしが、とっても嫌らしい淫夢をみせてあげるわッ」

　

